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答

弁

第

四

二

号 
   

衆
議
院
議
員
安
田
修
三
君
提
出
医
療
法
人
社
団
川
岸
会
万
葉
病
院
に
お
け
る
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
八
第
四
二
号 

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
安
田
修
三
君
提
出
医
療
法
人
社
団
川
岸
会
万
葉
病
院
に
お
け
る
労
使
紛
争
に
関
す
る 

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

医
療
法
人
社
団
川
岸
会
万
葉
病
院
（
以
下
「
病
院
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
病
院
が
昭
和
六
十
年
八
月
に
、

水
野
英
子
、
中
山
る
り
子
、
藪
下
由
紀
子
、
谷
内
久
美
江
及
び
竹
原
光
子
を
含
む
病
院
給
食
課
職
員
に
対
し
て

就
業
時
間
の
変
更
を
提
案
し
、
同
年
九
月
に
こ
れ
に
反
対
し
た
同
課
職
員
の
う
ち
、
富
山
県
地
域
合
同
労
働
組

合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
の
組
合
員
（
以
下
「
組
合
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
水
野
、
中
山
、
藪
下
及
び
谷
内
に
対

し
配
置
転
換
又
は
出
向
を
命
じ
た
こ
と
か
ら
労
使
紛
争
が
発
生
し
た
。
こ
の
命
令
は
、
病
院
と
組
合
と
の
団
体

交
渉
の
結
果
白
紙
撤
回
さ
れ
た
が
、
病
院
は
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
に
調
理
室
に
お
い
て
発
生
し
た
鍋
の
煮
焦

が
し
事
故
に
関
し
て
、
同
年
三
月
に
給
食
課
職
員
全
員
に
対
し
減
給
又
は
停
職
の
懲
戒
処
分
を
行
つ
た
。 



以
上
の
処
分
に
つ
い
て
、
組
合
等
は
、
富
山
県
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
「
富
山
地
労
委
」
と
い
う
。
）
に
対
し

て
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
立
て
を
行
い
、
同
年
六
月
及
び
七
月
に
そ
れ
ぞ
れ
不
当

労
働
行
為
救
済
の
追
加
申
立
て
を
行
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
富
山
地
労
委
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
不
当
労

働
行
為
救
済
命
令
を
発
し
た
が
、
病
院
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
同
年
四
月
に
中
央
労
働
委
員
会
（
以
下
「
中

労
委
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
再
審
査
申
立
て
を
行
つ
た
。 

ま
た
、
病
院
は
、
同
年
三
月
に
医
療
法
人
社
団
川
岸
会
関
連
の
診
療
所
の
栄
養
士
に
献
立
表
を
作
成
さ
せ
る

こ
と
と
し
、
栄
養
士
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
藪
下
及
び
谷
内
に
対
し
栄
養
士
と
し
て
の
業
務
を
行
わ
せ
な
い

こ
と
と
し
た
。 

さ
ら
に
、
病
院
は
、
同
年
六
月
に
発
生
し
た
組
合
員
と
病
院
の
看
護
婦
と
の
口
論
に
関
し
て
、
同
月
に
水

野

、

中
山
、
藪
下
及
び
谷
内
に
対
し
停
職
の
懲
戒
処
分
を
行
つ
た
。 

な
お
、
同
年
二
月
に
は
万
葉
病
院
職
員
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。 

四 

 



二
に
つ
い
て 

１ 

組
合
等
が
富
山
地
労
委
に
対
し
て
行
つ
た
申
立
て
の
内
容
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
の
懲
戒
処
分
の
取
消

し
及
び
そ
の
間
に
係
る
賃
金
相
当
額
の
支
払
並
び
に
組
合
運
営
へ
の
支
配
介
入
の
禁
止
及
び
陳
謝
文
の
手
交

等
（
同
年
三
月
申
立
て
）
、
藪
下
及
び
谷
内
の
栄
養
士
業
務
へ
の
復
帰
並
び
に
就
業
時
間
の
変
更
等
の
不
利
益

取
扱
い
の
禁
止
等
（
同
年
六
月
追
加
申
立
て
）
、
同
年
六
月
の
懲
戒
処
分
の
取
消
し
及
び
そ
の
間
に
係
る
賃
金

相
当
額
の
支
払
等
（
同
年
七
月
追
加
申
立
て
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
申
立
て
に
対
し
て
富
山
地
労
委
が
昭
和
六

十
二
年
三
月
に
発
し
た
不

当

労

働

行

為

救
済
命
令
の
内
容
は
、
病
院
に
対
し
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
の
懲

戒
処
分
の
取
消
し
及
び
そ
の
間
に
係
る
賃
金
相
当
額
の
支
払
、
藪
下
及
び
谷
内
の
栄
養
士
業
務
へ
の
復
帰
、

変
更
前
の
就
業
時
間
及
び
就
業
形
態
に
お
け
る
就
労
並
び
に
同
年
六
月
の
懲
戒
処
分
の
取
消
し
及
び
そ
の
間

に
係
る
賃
金
相
当
額
の
支
払
を
命
じ
、
そ
の
他
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
棄
却
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、 

政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



２ 

ま
た
、
組
合
等
か
ら
高
岡
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
に
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

に
つ
い
て
賃
金
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
及
び
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
就
業
規
則
の
変
更
に
伴

い
通
勤
手
当
が
減
少
し
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
旨
の
申
告
が
行
わ
れ
、
同
署

は
、
監
督
を
実
施
し
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
の
申
告
に
つ
い
て
は
法
違
反
を
認
め
、
こ
れ
を
是
正
さ

せ

た

が

、
昭
和
六
十
二
年
五
月
の
申
告
に
つ
い
て
は
法
違
反
と
認
め
な
か
つ
た
。 

３ 

さ
ら
に
、
組
合
員
等
か
ら
富
山
地
方
法
務
局
高
岡
支
局
に
対
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
病
院
が
富
山

地
労
委
の
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
ど
お
り
の
職
場
復
帰
を
さ
せ
な
い
こ
と
並
び
に
食
堂
の
片
隅
に
待
機
さ 

こ
の
命
令
に
対
し
、
病
院
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
及
び
同
年
六
月
の
懲
戒
処
分
が
な
け
れ
ば
組
合
員
が
受

け
る
は
ず
で
あ
つ
た
賃
金
相
当
額
に
つ

い

て

は

、
昭
和
六
十
二
年
四
月
の
組
合
と
の
団
体
交
渉
の
席
に
お

い
て
支
払
つ
た
が
、
藪
下
及
び
谷
内
の
栄
養
士
業
務
へ
の
復
帰
並
び
に
変
更
前
の
就
業
時
間
及
び
就
業
形
態

に
お
け
る
就
労
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
履
行
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

六 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

組
合
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
富
山
県
労
働
組
合
協
議
会
と
の
連
名
で
、
富
山
県
知
事
に
対
し
て
、
組
合

員
が
正
常
に
就
労
し
て
い
る
か
否
か
の
調
査
及
び
確
認
、
富
山
地
労
委
の
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
の
遵
守
指

導
、
同
命
令
の
効
力
に
つ
い
て
の
指
導
並
び
に
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
に
つ
い
て
の
指
導
を
申
し
入
れ
、
ま

た
、
高
岡
市
長
に
対
し
て
、
労
使
紛
争
解
決
の
あ
つ
せ
ん
協
力
を
要
請
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
富
山
県
及

び
高
岡
市
は
、
病
院
院
長
に
対
し
て
、
事
情
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、
同
命
令
を
遵
守
し
一
刻
も
早
く
正
常
な

労
使
関
係
を
確
立
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

せ
た
こ
と
及
び
生
理
現
象
で
席
を
立
つ
と
行
き
先
を
詰
問
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
人
権
侵
犯
の
申
告
が
行
わ

れ
、
同
局
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
労
働
委
員
会
及
び
労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
い
て
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
機
関
が
関
与
す
べ
き
か
ど
う
か
情
報
収
集
中
で
あ
る
。 

七 

 



五
に
つ
い
て 

ま
た
、
そ
の
他
に
つ
い
て
、
富
山
県
は
、
昭
和
六
十
年
九
月
及
び
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
調
査
を
、
同
年
十
一

月
に
医
療
監
視
を
行
つ
た
。
そ
の
結
果
及
び
そ
の
後
富
山
県
が
病
院
か
ら
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、 

病
院
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
中
労
委
に
対
し
て
、
富
山
地
労
委
の
不
当
労
働
行
為
救
済
命
令
（
以
下
「
初

審
命
令
」
と
い
う
。
）
の
主
文
の
取
消
し
及
び
組
合
員
の
救
済
申
立
て
の
棄
却
を
内
容
と
す
る
再
審
査
申
立
て
を

行
つ
た
。
中
労
委
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
同
月
に
病
院
、
組
合
双
方
に
対
し
て
調
査
開
始
を
通
知
す
る
と
と
も

に
、
初
審
命
令
の
履
行
状
況
の
報
告
を
求
め
、
同
年
五
月
に
病
院
に
対
し
て
初
審
命
令
を
直
ち
に
履
行
す
る
よ

う
勧
告
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

保
険
外
負
担
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
九
月
の
富
山
県
議
会
に
お
け
る
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
富
山
県
が
同

年
十
月
に
実
態
調
査
及
び
指
導
を
行
つ
た
結
果
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
、
社
会
保
険
等
の
診
療
報
酬
請
求
と
重

複
し
な
い
範
囲
で
費
用
徴
収
す
る
よ
う
改
善
が
図
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

八 

 



入
院
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
の
平
均
が
許
可
病

床
数
百
二
を
四
人
分
超
過
し
た
百
六
人
と
な
つ
て
お
り
、
病
院
か
ら
改
善
に
努
め
る
と
の
回
答
が
あ
つ
た
後
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
末
時
点
で
は
、
百
二
人
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。 

従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
時
点
で
は
入
院
患
者
数
百
六
人
に
対
し
て
若
干
の
不
足
で

あ
り
、
病
院
か
ら
増
員
に
努
力
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
つ
た
後
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
末
時
点
で
は
入
院
患

者
数
が
百
二
人
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。 

職
員
の
出
向
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
人
社
団
川
岸
会
理
事
長
川
岸
一
郎
が
個
人
と
し
て
開
設
し
た
川
岸
内
科

医
院
へ
病
院
の
職
員
を
出
向
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
給
与
相
当
額
は
、
最
終
的
に
は
川
岸
一
郎
が
負
担
し
て
お

り
、
ま
た
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
を
も
つ
て
出
向
措
置
を
取
り
や
め
て
い
る
。 

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
富
山
県
議
会
に
お
い
て
指
摘
の
あ
つ
た
診
療
放
射
線
技
師
の
確
保
等
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
つ
て
い 

九 

 



 

一
〇 

る
。 

六
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
当
該
労
使
紛
争
が
一
日
も
早
く
解
決
さ
れ
、
病
院
の
正
常
な
労
使
関
係
が
確
立
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
本
件
は
中
労
委
に
係
属
中
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
見
守
つ
て
ま
い
り
た

い
。 

右
答
弁
す
る
。 

  




